
インタビュー

企
業
の
枠
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え
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Ｄ
Ｘ
推
進

事
務
の
現
場
か
ら
生
ま
れ
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西
建
設
業
界
勉
強
会
﹂

　
　
ア
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ス
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企
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グ
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設
㈱︵
大
阪
市
︶

　
江
畑
　
早
苗
さ
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え
ば
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検
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京
都
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契
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検
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神
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市
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財
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会
社
全
体
で
Ｉ
Ｔ
力
を
高

め
る

　
全
て
の
業
界

で
Ｄ
Ｘ
は
一
刻

を
争
う
課
題
と

な

て
い
る


し
か
し

Ｉ
Ｔ

人
材
が
不
足
し

て
い
る
業
界
の

中
小
企
業
で

は

﹁
Ｄ
Ｘ
に

着
手
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら

な
い
﹂
と
い
う
声
も
あ
る


解
決
す
る
一
つ
の
手
段
と
し

て

同
じ
業
界
内
で
同
じ
よ

う
な
課
題
を
抱
え
る
複
数
企

業
が
人
材
を
育
成
す
る
選
択

肢
が
あ
る

そ
の
好
事
例
と

し
て
関
西
に
拠
点
を
置
く


三
和
建
設

三
国
産
業

フ


ン
テ

ク
の
３
社
に
よ
る

プ
ロ
ジ

ク
ト

建
設
業
合

同
Ｉ
Ｔ
勉
強
会﹁︵
通
称
︶関

西
建
設
業
界
合
同
勉
強
会
﹂

の
取
り
組
み
が
あ
る

三
和

建
設
で
は
ア
シ
ス
ト
本
部
の

情
報
企
画
グ
ル

プ
に
所
属

し

同
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は

キ

パ

ソ
ン
と
し
て
活
躍

す
る
江
畑
早
苗
氏
に
取
り
組

み
の
詳
細
を
聞
い
た


　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　

　

プ
ロ
ジ

ク
ト
立
ち
上

げ
の
経
緯
は


　
﹁
建
設
会
社
同
士
で
学
べ

る
場
を
創
出
す
る
取
り
組
み

は

ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
マ

協

会
︵
福
岡
県
糸
島
市
︶
が
提

供
す
る
越
境
学
習
の
コ
ミ


ニ
テ



﹃
ノ
ン
プ
ロ
グ

ラ
マ

の
た
め
の
ス
キ
ル
ア


プ
研
究
会
︵
ノ
ン
プ
ロ

研
︶
﹄
に
加
入
し
た
こ
と
が

き

か
け
だ

た

ノ
ン
プ

ロ
グ
ラ
マ

と
は

プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
本
職
と
し
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
パ

ソ
ン
の
こ
と

で

個
人
で
は
２
０
２
１
年

８
月
に
入
会

そ
れ
以
降


社
内
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語﹃
Ｇ
Ａ
Ｓ
﹄を
活
用
し
た
業

務
効
率
化
に
取
り
組
ん
だ
﹂

　
﹁
そ
の
一
方
で
新
し
い
課

題
も
生
ま
れ
た

社
内
か
ら

Ｇ
Ａ
Ｓ
を
使

た
ツ

ル
作

成
の
依
頼
が
増
え

作
業
が

追
い
つ
か
な
く
な
り

メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
運
用
が
私
に
属

人
化
し
て
し
ま

た

良
い

ツ

ル
を
作
る
た
め
に
は
業

務
内
容
を
熟
知
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
が

個
人
の
知
識

と
想
像
力
で
は
ツ

ル
の
制

作
業
務
が
間
に
合
わ
ず

限

界
も
あ

た

周
囲
も
巻
き

込
ん
で
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
を
進
め

Ｇ
Ａ
Ｓ
仲
間
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な

て
い
た

そ
ん
な

中

同
じ
業
界
の
ノ
ン
プ
ロ

研
仲
間
で
あ
る

フ

ン
テ


ク
の
加
藤
直
史
氏
と
の
何

気
な
い
会
話
か
ら
﹃
会
社
の

枠
を
超
え
て
Ｉ
Ｔ
勉
強
会
を

や
ろ
う
﹄
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
た

こ
こ
か
ら
個

人
の
勉
強
が
他
社
に
拡
大
し

た
﹂

　

勉
強
会
で
生
ま
れ
た
意

識
の
変
化
と
は


　
﹁
３
社
共
通
の
課
題
は


重
複
内
容
を
転
記
す
る
よ
う

な
無
駄
な
作
業
と

再
利
用

で
き
な
い

さ
れ
な
い
デ


タ
を
日
々
量
産
し
て
い
た
こ

と
だ

た

そ
こ
で
課
題
を

解
決
す
る
た
め

受
講
生
は

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ス
プ
レ

ド

シ

ト
の
関
数
を
学
び

Ｄ

Ｘ
推
進
に
つ
な
げ
る
ス
キ
ル

を
学
ん
だ

卒
業
Ｌ
Ｔ
︵
ラ

イ
ト
ニ
ン
グ
ト

ク
︶
の
場

で
は

講
座
内
容
を
大
幅
に

超
え
る
業
務
改
善
の
取
り
組

み
も
あ
り

想
像
以
上
の
効

果
が
あ

た

理
想
的
な
デ


タ
同
士
の
連
携
を
理
解
し

た
上
で

利
活
用
も
可
能
な

効
果
的
な
デ

タ
を
作
ろ
う

と
い
う
意
識
が
高
ま

た
﹂

　
﹁
そ
の
上
で

自
分
た
ち

が
抱
え
て
い
る
業
務
に
対
し

て

棚
卸
し
す
る
意
識
が
習

慣
化
し
た

ス
プ
レ

ド
シ


ト
に
よ
る
作
業
の
自
動
化

で

人
力
だ
け
で
処
理
す
る

し
か
な
い
と
思

て
い
た
業

務
を

Ｉ
Ｔ
で
省
力
化
す
る

発
想
が
定
着
し
た

３
期
目

以
降
は
事
務
職
だ
け
で
な

く

現
場
職
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
に

現
場
向
け
の
カ

リ
キ

ラ
ム
を
新
設
し
て
い

く
﹂

　

勉
強
会
に
期
待
す
る
こ

と
は
何
か


　
﹁
勉
強
会
の
効
果
で

当

社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ

タ

が
日
々
整
備
さ
れ
て
い
る


こ
の
先

さ
ら
に
利
活
用
で

き
る
デ

タ
が
増
え
て
い
く

だ
ろ
う

デ

タ
の
蓄
積
・

統
合
が
進
む
こ
と
で

企
業

の
戦
略
的
な
意
思
決
定
を
支

援
す
る
デ

タ
に
つ
な
が
る

予
感
が
あ
り

改
善
の
ス
ピ


ド
の
速
い
ア
ジ

イ
ル
型

組
織
に
な

て
い
け
る
と
い

う
期
待
も
あ
る

今
後
も
勉

強
会
を
通
し
て

会
社
全
体

で
Ｉ
Ｔ
力
を
高
め
て
き
た

い
﹂

︵
東
京
支
社
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

事
業
部

大
西
正
太
︶

　
全
国
路
面
切
削
連
合
会

︵
松
村
健
司
理
事
長
︶
が
設

立

周
年
を
迎
え
た

松
村

理
事
長

写
真

は

﹁
正

会
員
は

社
か
ら

社
に
ま

で
増
え

全
国
の
切
削
専
門

工
事
会
社
の
約

％
を
会
員

が
占
め
て
い
る

今
後
も
会

員
の
社
会
的
地
位
向
上
を
目

指
し
た
活
動
を
継
続
し
た

い
﹂
と
話
し
て
い
る


　
連
合
会
は
路
面
切
削
工


切
削
オ

バ

レ
イ
工
の
積

算
歩
掛
に
つ
い
て

現
況
に

即
し
た
積
算
価
格
の
改
定
を

設
立
当
初
か
ら
国
土
交
通
省

と
連
携
し

進
め
て
き
た


ま
た

国
の
考
え
に
準
拠
し

た
固
定
費
・
変
動
費
を
基
本

と
す
る
標
準
見
積
書
を
策
定

し

生
産
性
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
る

し
か
し

﹁
運

用
に
地
域
差
が
あ
り

粗
利

益
額
の
差
に
開
き
が
あ
る
の

が
課
題
だ
﹂
と
危
惧
す
る


　
今
後
は

元
請
け
に
対
し

て
標
準
見
積
書
を
ベ

ス
に

適
正
価
格
で
の
契
約
を
引
き

続
き
求
め
る

行
政
に
は
予

防
保
全
の
観
点
か
ら
切
削
工

事
の
発
注
量
増
加
と
発
注
時

期
の
平
準
化
を
提
案
し
て
い

く
考
え
だ


土
砂
災
害
防
止
基
礎
調
査

業
務
︵
芦
屋
市
︶

９
３
５
万
８
７
５
５
円

か
ん
こ
う


１
１
８
３
万
　

９
３

５
万
７
３
３
２
円

▽
奥
池
︵
１
︶
Ｉ
地
区
家
屋

調
査
業
務
︵
そ
の
２
︶

︵
芦
屋
市
奥
池
町
︶

６
５
４
万

浜
名
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
６
９
０
万
　

５
４
８

万
７
３
３
７
円

▽
︵
二
︶
武
庫
川
水
系
武
庫

川
南
武
橋
南
武
橋
二
期
工

事
︵
西
宮
市
東
鳴
尾
町
か

ら
尼
崎
市
元
浜
町
︶

２
億
９
３
１
０
万川

西
土
木


３
億
２
１
５
０
万
　


２
億
７
３
３
０
万
︵
失
格

基
準
価
格
︶
　

２
億
９

３
１
０
万

︵
２
月
１
日
︶

▽
︵
主
︶
大
阪
伊
丹
線
歩
道

リ
ニ


ア
ル
工
事
︵
１

工
区
︶︵
尼
崎
市
口
田
中
︶

４
２
４
０
万
　
大
日
建
設


４
６
８
４
万
　

４
２

３
０
万
１
５
３
８
円

▽
淀
川
水
系
神
崎
川
護
岸
改

良
詳
細
設
計
業
務
︵
尼
崎

市
杭
瀬
寺
島
︶

３
７
９
万

　
バ
ン
ス


４
７
６
万
　

３
７
８

万
８
９
５
３
円

▽
西
宮
土
木
管
内︵
西
宮
市
︶

土
砂
災
害
防
止
基
礎
調
査

業
務
︵
西
宮
市
︶

２
８
７
９
万
４
千

ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


３
６
３
０
万
　

２
８

７
８
万
９
６
０
３
円

▽
武
庫
川
水
系
武
庫
川
現
場

技
術
業
務
委
託︵
そ
の
１
︶

︵
尼
崎
市
稲
葉
荘
︶

１
３
６
０
万

吹
上
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

▽
武
庫
川
水
系
武
庫
川
現
場

技
術
業
務
委
託︵
そ
の
２
︶

︵
西
宮
市
戸
崎
町
︶

１
５
５
０
万

ピ

エ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
▽
園
田
西
武
庫
線
︵
都
︶
園

田
西
武
庫
線︵
藻
川
工
区
︶

家
屋
事
後
調
査
業
務
委
託

︵
そ
の
３
︶
︵
尼
崎
市
東

園
田
町
︶

１
４
０
万

　
洸
陽

︻
２
月

日
開
札
︼

▽
新
宮
国
道
維
持
出
張
所
非

常
用
発
電
設
備
更
新
工
事

︻
４
月
４
日
開
札
︼

▽
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
審
査
資
料

作
成
業
務

︻
３
月
３
日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

豊
中
市
立
北
条
小
学
校
渡

り
廊
下
耐
震
補
強
電
気
設

備
工
事
︵
北
条
町
２
丁
目


番
１
号
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

豊
中
市
立
東
豊
中
小
学
校

渡
り
廊
下
耐
震
補
強
電
気

設
備
工
事
︵
東
豊
中
町
５

丁
目
１
番
１
号
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

豊
中
市
立
東
豊
台
小
学
校

渡
り
廊
下
耐
震
補
強
電
気

設
備
工
事
︵
東
豊
中
町
６

丁
目
２
番
１
号
︶

︵
２
月
７
日
︶

▽
煤
谷
川
流
域
治
水
対
策
河

川
︵
加
速
化
１
級
・
防
災

安
全
︶
業
務
委
託
︵
山
南

４
流
対
河
︵
加
防
１
︶
第

１
０
１
８
号
の
２
の
２
︶

︵
精
華
町
菱
田

下
狛
地

内
︶

２
３
５
０
万

望
月
測
量
設
計
事
務
所


２
５
６
８
万
７
千
　


２
０
５
２
万
４
千

▽
煤
谷
川
流
域
治
水
対
策
河

川
︵
加
速
化
１
級
・
防
災

安
全
︶
業
務
委
託
︵
山
南

４
流
対
河
︵
加
防
１
︶
第

１
０
１
８
号
の
２
の
１
︶

︵
精
華
町
下
狛
地
内
︶

２
１
５
０
万
５
千

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト


２
７
０
１
万
９
千
　


２
１
５
０
万
５
千

︵
２
月

日
︶

▽
木
津
川
流
域
下
水
道
洛
南

浄
化
セ
ン
タ

建
設
工
事

︵
第
１
ポ
ン
プ
棟
受
変
電

設
備
更
新
︶
︵
八
幡
市
八

幡
焼
木
地
内
︶

５
億
７
０
０
０
万日

新
電
機


６
億
０
２
２
５
万
６
千


５
億
５
１
２
５
万
７
千

︵
２
月

日
︶

▽
路
面
復
旧
工
事
︵
南
区
新

千
本
通

十
条
通

府
道

中
山
稲
荷
線
他
地
内
︶

１
億
２
７
８
３
万
３
千

中
川
道
路


１
億
３
９
５
１
万
　


１
億
２
７
８
３
万
３
千

︵
１
月

日
︶

▽
養
護
老
人
ホ

ム
満
寿
荘

熱
吸
収
式
冷
温
水
機
修
繕

︵
湯
山
台
２
丁
目
地
内
︶

不
調

▽
養
護
老
人
ホ

ム
満
寿
荘

フ

ン
コ
イ
ル
ユ
ニ

ト

修
繕
︵
湯
山
台
２
丁
目
地

内
︶

３
６
３
万
中
川
電
気
工
業


４
７
６
万
３
６
３
６
円

︵
２
月
７
日
︶

▽
市
立
桜
が
丘
小
学
校
エ
レ

ベ

タ

設
置
工
事
︵
日

高
町
地
内
︶

１
億
３
５
７
５
万
２
２
１

７
円

　
一
吉
工
業


１
億
５
０
０
０
万
　


１
億
３
５
７
５
万
２
２
１

７
円

︵
２
月
８
日
︶

▽
市
道

号
外
橋
梁
補
修
設

計
業
務
委
託
︵
き
ぼ
う
の

か
け
橋
外
２
橋
︶
︵
山
下

町
外
地
内
︶

１
４
４
８
万
８
８
０
０
円

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発


１
８
１
１
万
１
千
　


１
４
４
８
万
８
８
０
０
円

▽
清
流
台
地
内
除
草
等
業
務

委
託
︵
清
流
台
地
内
︶

３
６
７
万

　
小
谷
組


４
０
７
万
８
千

▽
虫
生
墓
地
周
辺
市
有
地
樹

木
伐
採
等
業
務
委
託
︵
清

和
台
西
２
丁
目
地
内
︶

２
４
１
万
５
８
０
０
円

荒
木
造
園
土
木


２
５
７
万

▽
一
の
鳥
居
老
人
福
祉
セ
ン

タ

敷
地
南
側
ネ

ト
フ


ン
ス
修
繕
︵
長
尾
町
地

内
︶

９
５
万

　
北
摂
土
木


１
４
２
万

︵
１
月

日
︶

▽
神
戸
海
洋
博
物
館
中
央
監

視
設
備
等
改
修
工
事
︵
中

央
区
波
止
場
町
２
│
２
︶

５
０
４
３
万
８
千岩

本
電
気


５
４
６
６
万
　

５
０

４
２
万
２
３
０
０
円

︵
２
月
１
日
︶

▽
甲
栄
台
１
丁
目
地
区
他
汚

水
管
改
築
更
新
工
事
︵
北

区
甲
栄
台
１
丁
目
他
︶

７
３
０
７
万

永
川
組
建
設


８
０
７
０
万
５
千
　


７
３
０
５
万
９
１
０
０
円

︵
２
月
８
日
︶

▽
東
部
在
宅
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ

屋
上
防
水
改
修
工

事
︵
灘
区
岩
屋
北
町
６
丁

目
１
│
４
︶

１
１
２
０
万中

村
瀝
青
工
業


１
２
１
９
万
　

１
１

１
７
万
５
４
０
０
円

▽
夢
野
住
宅
３
│
８
号
棟
外

壁
改
修
他
工
事
︵
兵
庫
区

湊
川
町
６
│
８
丁
目
︶

１
億
４
８
３
５
万

ク
ニ
工
務
店


１
億
５
６
５
０
万
　


１
億
４
５
９
６
万
０
６
０

０
円

▽
下
山
手
通
４
丁
目
地
区
他

汚
水
管
改
築
更
新
工
事

︵
中
央
区
下
山
手
通
４
丁

目
他
︶

１
億
５
２
１
６
万
８
千

丸
正
建
設


１
億
６
７
３
０
万
７
千


１
億
５
１
９
６
万
９
３

０
０
円

▽
西
部
処
理
場
２
系
４
・
５

号
最
初
沈
殿
池
汚
泥
か
き

寄
せ
機
機
械
設
備
他
工
事

︵
長
田
区
南
駒
栄
町
１
│


︶

２
億
０
５
２
０
万

神
鋼
環
境
ソ
リ


シ


ン
２
億
２
０
２
３
万
４
千


２
億
０
４
６
６
万
３
９

０
０
円

▽
住
吉
川
立
坑
他
水
質
自
動

監
視
装
置
新
設
工
事
︵
東

灘
区
西
岡
本
２
丁
目

│


︵
住
吉
川
立
坑
︶

灘

区
薬
師
通
１
丁
目
２
│
２

︵
灘
中
層
ポ
ン
プ
場
︶


東
灘
区
西
岡
本
４
丁
目


│
１
︵
東
灘
低
層
配
水

場
︶
︶

６
３
２
７
万

大
同
電
機
製
作
所


６
７
３
０
万
９
千
　


６
２
１
９
万
１
６
０
０
円

▽
神
出
高
層
配
水
池
入
水
制

御
設
備
他
更
新
工
事
︵
西

区
神
出
町
田
井
字
大
鳥
喰

下
８
８
７
│
１
︶

３
２
３
４
万

　
木
内
計
測


３
５
０
８
万
　

３
２

２
８
万
５
１
０
０
円

︵
２
月

日
︶

▽
須
磨
事
業
所
駐
車
場
屋
根

塗
装
他
改
修
工
事
︵
須
磨

区
小
寺
町
２
│
５
│

︶

３
９
５
２
万
５
千

丸
強
建
設
工
業


４
２
６
９
万
　

３
９

４
２
万
８
７
０
０
円

▽
赤
坂
通
７
丁
目
地
区
他
汚

水
管
改
築
更
新
工
事
︵
灘

区
赤
坂
通
７
丁
目
他
︶

１
億
３
７
０
０
万
４
９
０

０
円

　
塩
屋
基
礎


１
億
５
０
８
５
万
４
千


１
億
３
６
９
６
万
５
１

０
０
円

▽
無
名
︵
２
６
５
１
︶
橋
補

修
工
事
︵
北
区
山
田
町
下

谷
上
地
内
︶

２
４
０
６
万
５
千

日
本
ロ

ド
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス


２
６
９
７
万
７
千
　


２
４
０
５
万
９
１
０
０
円


